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課題名 2３イネばか苗病の発生生態と防除対策

ベンレート水和剤に対するイネばか苗病高度耐性菌の発生

分類 ②

試験研
究年 次

62～２年（完了）

Ｉ目的
福岡県におけるイネばか苗病菌のベンレート水和剤及びペンレートＴ水和剤２０

に対する薬剤感受性を検討し、防除対策の資料とする。
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集時期６３年～２年の７月～１１月
数．採:集菌株数
内３２カ所より採集した１２５菌株、６３年８１カ所、308菌株
ヵ所、225菌株２年６１カ所、１８３菌株

剤・検定濃度
ー卜水和剤（ベノミル５０％） 、

－トＴ水和剤２０（チウラム２０％・ベノミル２０％）
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１０ｐｐｍ、１００ｐｐｍ．１０００ｐｐｍ．

度を含むＰＳ
培養
ら胞子を素寒
Ａ平板培地に

）の方法に従
クボーラで打
養した。

地及び菌鍍デ
も生育が認め
イスク上で生
るもの

ＳＡ平板培地

子を素寒天培地上に分離し、２５℃で２～３日間培養後、伸びた
板培地に移植し、２５℃で３～４日間前培養した菌叢を用いた。

方法に従って、前記のように培養を行った菌叢の先端部を直径
一うで打ち抜き、菌叢面を下にして検定培地上に置床後、２５℃
た｡

イスクの培地上とも生育が明らかに認められるもの
られないもの

育が認:められ、検定培地上できわめてわずかに生育が

Ⅲ主 要 成 果 の 概 要
１イネばか苗病菌のベンレート水和剤に対する高度耐性菌（ＭＩＣ1000ppm）が、

２年に県内で初めて確認され、感受性の低下が進行して~いることが明らかとな
った｡

２ペンレートＴ水和剤２０に対しては、高度耐性菌は確認されなかったが、中度
耐性菌（ＭＩＣ100ppm.以上１０００ppm.未満）は、６３年以降は常に存在し、種子消毒
の効果低下の一要因となっている。
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Ⅳ主要成果の具体的データ

篭１表イネばか苗病菌に対するベンレート水和剤の薬剤感受性の推移

検定濃度

菌糸進展菌株率（％）

62年６３年１年２年

1ｐｐｍ、 １ ０ ０ ９ ９ ． １ １ ０ ０

１０ｐｐｍ、 ６９．２７６．０７６．３

１００ｐｐｍ、 ４４．５５７．８６１．５

1000ｐｐｍ、 ０ ０ ４．５

注）６２年は３日後検定。６３年は７日後検定。１年、２年は５日後1検定。

第２ 表イネばか苗病菌に対するベンレートＴ水和剤２０の薬剤感受性の推移

検定濃度
菌糸 進展菌株率（％）

62年６３年１年２年

1ｐｐｍ・ ６４．８９９．３１００１００

１０ｐｐｍ． ０ ．８７４．２６５．２７３．１

１００ｐｐｍ、 ０ １５．４ １．３１０．３

１０００ｐｐｍ、 ０ ０ ０

注）６２年は３日後検定。６３年は７日後検定。１年、２年は５日後検定。

価と取扱上の留意点
２年度主要農作帳物病害虫防除基準の、ばか苗病防除薬剤の指導資料に

｡

水和剤２０の効果の低下が認められる地域では、効果が高い種子
ヘルシード水和剤による種子'漫漬法及び種子粉衣法、または卜

びスポルタック乳剤による種子浸潰法に切り替える．
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Ⅵ 今後の研究上の問題点

Ⅶ資料名
１６２～６３年度福岡県農業総合試験場経営環j境研究所普通作物病害虫関係試験
成 績書

２１～２年度福岡県農業総合試験場生'産環境研究所普通作物病害虫関係試験
成績書


